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問題 I

図 1の ような長さJの不静定はりがある。点Cに集中荷重 Pが作用するとき,A支点およびB
支点の各反力R4,RB,ならびにB支点の反カモーメントPfBを 求めなさい。ただし,A支点反力
の導出はエネルギ法によること.なお,は りの曲げ剛性をEIと する。【20点】

問題Ⅱ

図 2(a)の ように,A,B,Dの 3支点で支持された長さが 4aの連続はりがある。左スパン中央に
集中荷重 Pが作用するとき,支点反力 Rス,RB,も を同図 (b)のはりの静定問題の重ね合せにより
求めなさい。なお,解答は用いた式番号や条件を明記するなど分かりやすくまとめること。また,
全長 Lで集中荷重 0カ響巨離mに作用するとき,Atttら πでのょわみ‖夕式

のように表されるも

のとし, はりの曲げ剛性をEIと する:【20点】

材料力学 【2010年度】 期末試験問題

図 2:問題 ‖

//イ、
;I:野澄Yふ髯冨鷲∫

/f[?χ

l峰i手″
11(m≦

π≦動
[1]

[2]

／

／

／

ｈ

ｒ

‐

‐

‐

‐

―

、

、

・

、

ヽ

＼

。

(み
~1-~丁

=′            c

」ヤ
可

ｏ
」

ム
　
ア

■ヽ
Ｆ
　

　

　

　

　

　

じ

ヽ

　

ハ

ッ

　

　

　

　

ト

し

／ｔ
ｌ

，ヽヽ
―

■1メⅢ l,「ぜ~~各
1パ

7傘 i:!三 ol l

と
‐
:]

_ _61~´ I「 oぃ .OM,

一
Ｔ

11、 .ノ ぃ
氏́ í(.1
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図 1:問題 I
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